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企業・団体等の名称： 
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※本様式において「貴社・貴団体」とは、応募する企業・団体等を指します。
※募集Ⅰ・募集Ⅱ双方への応募を予定される場合、一部の項目において、本様式にてご記載いただいた内容が十分である場合は、募集Ⅱの様式への記載を省略して差し支えありません。

[bookmark: _Toc73996818][bookmark: _Toc73998148][bookmark: _Toc74010442][bookmark: _Toc73996819][bookmark: _Toc73998149][bookmark: _Toc74010443][bookmark: _Toc231234484]テクノロジーの概要
[bookmark: _Toc231234485]テクノロジーを有する企業・団体等の名称
本文○○○。

[bookmark: _Toc231234486]テクノロジーの名称
本文○○○。

[bookmark: _Toc231234487]テクノロジーで解決するMICEの課題
※簡潔にご記載ください。

本文○○○。

[bookmark: _Toc231234488]テクノロジーの概要
※テクノロジーの活用イメージを示した図、又は活用風景を映した写真等があれば、ご提示ください。
※公開情報があれば、参考までにURLをご記載ください。

本文○○○。



[bookmark: _Toc231234489]実績・体制
[bookmark: _Toc231234490]応募資格の有無
[bookmark: _Hlk200349135]下記のいずれかに○を付してください。

（　）応募要件を満たしている
（　）応募要件を満たしていない

※「応募要件を満たしている」場合のみ、以降の記載内容が審査対象となります。

[bookmark: _Toc231234491]テクノロジーの実装実績
※公開情報があれば、参考までにURLをご記載ください。
※MICEイベントでの実装実績とMICEイベント以外の実装実績は分けてご記載ください。また、実装実績については、業種・規模・実装時期も併せてご記載ください。
※実装実績がない場合は、その旨を明記してください。
（実証フェーズ・PoC実績等、近しい実績がある場合は併せてご記載ください。）

【MICEイベントでの実装実績がある場合】
本文○○○。

【MICEイベント以外での実装実績がある場合】
本文○○○。

[bookmark: _Toc231234492]テクノロジーの有用性・実装性
[bookmark: _Toc231234493]主催者や参加者が抱える課題の想定（As Is）
[bookmark: _Hlk200352358]※主催者や参加者が直面している課題について、記入例を参考に、表内にご記載ください。
※表のボックスは、必要に応じて適宜追加・削除してください。
※可能な限り具体的に、貴社・貴団体としての理解や認識を仮説も含めてご記載ください。
※審査にあたっては、これらの課題や事項に関する理解・認識の具体性を重視して評価いたします。
※「募集Ⅰ」「募集Ⅱ」の両募集への応募を予定される場合、本項に記載する内容は、「募集Ⅱ」企画提案書の「4.1 実証概要」及び「4.2 実証の詳細」に記載する内容と対応させてください。

	
	課題の具体的な内容
	課題が発生する主な要因・背景
（貴社・貴団体の理解や認識、仮説を含む）

	記入例
	MICEのうち、学会について取り上げる。学会は毎回異なる会場で開催されることが多い。そのため、参加者は初めて訪れる会場に赴くことになる。
また、学会の会場は一つの建物内で完結せず、隣接する建物や近くの複数の建物に分かれている場合も多い。そのため、参加者は自分が現在いる場所と、目的とするセミナーの部屋の場所をそれぞれ把握する必要がある。しかし、会場が広大であったり複雑であったりすると、迷わずに目的地へ向かうことは容易ではない。このように、学会においては会場内での移動が分かりにくいという課題が存在する。
	· 案内表示のアクセシビリティが不十分である。
· 事前案内の情報が不足している。
· プログラム設計時に参加者動線の配慮がされていない。
· 主催者側の人員不足により、十分な案内・誘導がされていない。

	課題①
	
	· 

	課題②
	
	· 

	課題③
	
	· 



※なお、説明が表内に収まりきらない場合には、本文中にご記載いただいても差し支えありません。

本文○○○。



[bookmark: _Toc231234494]上記課題が解決され、数年後に実現したい姿（To Be）
[bookmark: _Hlk200726108][bookmark: _Hlk200352392]※3.1記載の課題（As Is）が解決され、実現したい将来像（To Be）を具体的にご記載ください。
※表のボックスは、必要に応じて適宜追加・削除してください。
※可能な限り具体的に、貴社・貴団体としての理解・認識を仮説も含めてご記載ください。
※審査にあたっては、当該効果の理解・認識の具体性を重視して評価します。

	
	具体的な内容

	記入例
	わかりやすい案内表示や事前案内により、参加者が迷わずスムーズに会場へ到着できる。
その結果、イベント開始前の混雑や遅延が解消され、参加者が余裕を持ってプログラムに参加できるようになる。また、主催者側も受付対応や誘導にかかる負担が軽減され、全体の運営が円滑に進むことが期待される。

	課題①が解決された姿
	

	課題②が解決された姿
	

	課題③が解決された姿
	



[bookmark: _Hlk200726155]※なお、説明が表内に収まりきらない場合には、本文中にご記載いただいても差し支えありません。

本文○○○。



[bookmark: _Toc231234495]貴社・貴団体のテクノロジーの活用意義
※3.1記載の課題（As Is）と3.2記載の実現したい将来像（To Be）のギャップを解消するにあたって、貴社・貴団体のテクノロジーがどのように貢献するかを、課題ごとに具体的にご記載ください。
（例：どのような機能や仕組みにより課題を解決するのか、また導入・運用の流れなど）
※併せて、本テクノロジーの活用により想定される効果について、主催者及び参加者の視点双方から、想定効果が読み取れるよう意識してご記載ください。また、主催者等が取り組むことが望ましい事項（サステナビリティ／DE&I対応等）へ寄与する点があれば、根拠及び実施方法を具体的にご記載ください。

	
	テクノロジーの活用意義（具体的な貢献内容、主催者・参加者視点で想定される効果等）

	記入例
	当社・当団体が提供する「●●システム」を導入することで、参加者のスマートフォンに最適化されたデジタル案内マップや、リアルタイムでの誘導通知を実現できる。
主な機能として、
・会場内の現在地表示と目的地までのルート案内
・多言語対応による外国人参加者へのサポート
・混雑状況の可視化と分散誘導
などがあり、これにより、参加者が迷わずスムーズに会場へ到着できる環境を構築できる。
また、導入時には主催者向けの管理画面を提供し、案内情報の即時更新や運営スタッフとの連携も容易に行える。
運用面では、イベント当日のサポート体制や、利用状況のデータ分析による継続的な改善提案も実施する。

	課題①に対する貢献
	

	課題②に対する貢献
	

	課題③に対する貢献
	



※なお、説明が表内に収まりきらない場合には、本文中にご記載いただいても差し支えありません。

本文○○○。



[bookmark: _Toc231234496]テクノロジーの革新性
※提案するテクノロジーの独自性や先進性、他の類似技術との差別化ポイントについてご記載ください。
（例：新規性、AI等の最新技術の活用、優れたヒューマンインターフェース、独自のアルゴリズム、業界初の機能等）
[bookmark: _Hlk200349881]※特に、AI等の最新技術を活用している場合は、以下の2点について併せてご記載ください。
①AI等を技術構成のどの部分にどのように活用しているか（AI等が担う具体的な機能・役割等）
②テクノロジーを主催者等に安全・安心に活用いただくための考え方や取組
　なお、現時点で必ずしも具体的な体制・施策が確立されている必要はなく、「どのように考え、どう取り組もうとしているか」という観点からご記載いただく形でも差し支えありません。

本文○○○。

[bookmark: _Toc231234497]テクノロジーの国際対応力
※国際的なMICE開催を想定し、提案するテクノロジーがどのように海外対応しているか、又は今後対応可能となる見込みがあるかについてご記載ください。
（例：多言語対応、海外での導入実績、グローバルな標準への準拠等）

本文○○○。

[bookmark: _Toc231234498]テクノロジーの実装・事業化の目途
※貴社・貴団体としてのご認識について、「今年度末時点」で想定されるフェーズに○を付してください。
（例：今年度末時点で②に該当する場合は②に、③に進展していると想定される
場合は③に、○を付してください。）

	1 研究開発・PoCフェーズ
	

	2 現場実証フェーズ
	

	3 実装・試行導入フェーズ
	

	4 事業化・運用フェーズ
	



本文○○○。

[bookmark: _Toc231234499]価格、その他
[bookmark: _Toc231234500]主催者がテクノロジーを活用する際の価格水準
※価格水準は、事業の品質・実施体制を担保するため、総費用を税抜2,000万円以内とすることを目安としています。ただし、品質や実施内容に見合わない極端に低廉な価格設定は、評価上望ましくないと判断する場合があります。

本文○○○。

[bookmark: _Toc231234501]ガイドラインに既出のテクノロジーとの重複
※「TOKYO MICE テクノロジー導入ガイドライン」に既出のテクノロジーと比較して、①技術的な側面及び②テクノロジーの導入目的それぞれの観点で、重複の有無と理由をご記載ください。
※最新版のガイドラインは以下のリンクよりダウンロード可能です。
https://jp.businesseventstokyo.org/conferences/preparation_support/assets/img/TOKYO_MICE_technology_guidelines_j.pdf

	観点
	重複の有無
	理由・根拠

	1 技術的側面
	
	

	2 導入目的
	
	



本文○○○。
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